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21－１ 年度別・診療科別取扱延人数
（人）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
2021年度

構成比率(%)

399 413 226 209 232 12.3

1,461 1,837 1,298 983 1,236 65.7

240 211 139 99 134 7.1

64 93 74 5

3 2 12 3 0.2

9 2 3

9

56 75 52 36 26 1.4

1 1 1 11 0.6

45 62 39 18 5 0.3

62 57 23 15 13 0.7

11 1

1

10

50 82 78 98 90 4.8

113 122 117 6.2

1 1 1 4 0.2

14 14 8 1

2,424 2,850 2,068 1,588 1,881 100.0

21－２　取扱延人数の年度別推移

区　　　　分

内 科

精 神 科 神 経 科

小 児 科

外 科

Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ

産 科 婦 人 科

認 知 症 疾 患
医 療 セ ン タ ー

救 命 救 急 セ ン タ ー

整 形 外 科

遺 伝 子 医 療 部

泌 尿 器 科

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 部

合 計

臨 床 心 理 部

眼 科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

放 射 線 科

チ ー ム 医 療
（ 精 神 科 リ エ ゾ ン ・ 緩 和 ケ ア ）

臨床心理部では総計5名の公認心理師が在籍し、主に各診療科からの依頼に基づき患者さんに必要な心理

検査並びに心理相談・認知行動療法を実施し、個々のニーズに応じた心理的支援を行っている。

2021年度は前年度と比較し、全般的に取扱人数は増加している。

特に長引く新型コロナウイルス感染症による面会制限等により、入院患者さんの療養上の精神的負担が増

し、その負担軽減を目的とした心理相談のニーズが増えていた印象である。

2022年度は、これまでに参加をしている精神科リエゾンチーム、緩和ケアチーム、子どもと家族の支援

チーム（CPT）に加えて、新たに「慢性疼痛集学的治療チーム」にも参加をし、院内におけるチーム医療に

もより一層に注力していく所存である。

また、今年度の診療報酬改定では、公認心理師が記載された項目が多く新設され、周産期医療や救命救急

医療、生殖医療、がん治療等々、広く公認心理師に対するニーズが高まってきている。このような昨今の状

況に応えるため、臨床心理部の業務体制の整備や業務の効率化を図り、また、スタッフの技能向上にも努め、

各診療科からの依頼やニーズに十分に応えられるような体制作りに努めていきたい。

※2018年度より2日間検査を実施した場合は2件で表記
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